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概要
内容を一言で言うと．．．

アイデア

貢献

ユースケースポイントをより正確に見積もる方法を提案した

• 専門家による見積もりとデータに基づいた見積もりの利用
• ベイズ分析を用いた複数の見積もり結果の統合

• 精度が高いユースケースポイント見積もり
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• 重みをレベル毎に確率分布とみなす
• 分布は正規分布を仮定

• 平均・分散がパラメータ

手法の概要
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Figures are imported from the Original Paper “Calibrating Use Case Points Using Bayesian Analysis,” ICSE2018.

複数の専門家の意見を
統計的に集約して
平均・分散を求めた

複数のデータから線形
回帰を利用して

平均・分散を求めた

Unadjusted Use Case Weight



結果
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• MMRE (M), PRED(P) いずれの指標も
提案法を支持

• 精度順にデータを並べた場合でも
提案法（赤線）が良い結果



所感
• 提案法による改善は小さいように見える

• ベイズ分析で統合するまでは思いつくが詳細に
条件設定して実験しているところに価値
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